
⼆重殻オイルタンク
写真・イメージ

概要

設計 躯体施工 内装施工 外構施工
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用途

工程

概要（効果・特徴・メリット等）

地中埋設オイルタンクを躯体工事によるタンク室内設置から、二重殻オイルタンク方式に変更し、躯体
工事を簡素化する工法

効果

■工期短縮
　・躯体工数削減による工期短縮
■現場工数削減
　・躯体工事、防水工事削減
■施工性向上
　・狭小地における躯体形状簡素化、省スペース
■メンテナンス性向上
　・漏油センサーによる防災センターでの遠隔監視
■信頼性向上（耐浸水性）
　・主要構造部は工場製作、消防による外殻気密検査実施

・タンク本体、配管の仕様変更でコストアップとなるが、土工事、躯体工事、仕上げ、防水工事などで
　はコストダウンとなる。トータルでのコスト検討が必要。
・外殻がＦＲＰのため、破損しやすい。埋設する時の重機の接触などの影響で容易に破損するため、圧
　力確認が必要。
・埋設後の破損個所の特定は、ヘリウムガスを殻間に封入し調査可
・地下水による浮力で浮上する可能性がある。上部スラブの荷重も浮き防止の計算を考慮する必要があ
　る。埋戻しが終わるまではタンク内に水を張るなどの対策が必要。

全ての用途

【施工イメージ】

【二重殻タンク構造】

【破損状態】

外殻破損個所

タンク破損個所

▼外部からの流入検知

タンク内危険

物流入検知
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